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平成26年度相愛大学公開講座

「人文の時」Part皿

7月5日　（土）　教授　直林不退

「節談　一笑い涙　そしてお念仏一」

　浄土真宗に伝えられてきた「節談（ふしだ

ん）」とよばれる布教法は、多くの人々に感動

的にみ教えを身につけてもらうために、編み出

　総合研究センターでは、本学各部局における　　された語りの技法である。それは、仏教の長い

学術的活動に対し協力支援を行っている。その　　布教の歴史の精華の結晶であり、また一説には

ひとつとして本年度は人文学部の主催する公開　　日本のあらゆる「話芸」の成立にも関わる、と

講座を後援した。以下、開催場所、各講座の日　　いう。

程、講師、テーマ、要旨などを掲載し報告す　　　今回は、そうした節談の特色を解説し、特に

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「五段法」という独自の構成法のもたらす効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について力説した。そのうえで短い節談を実演

場所：相愛大学　本町学舎　F604教室　　　　　　し、聴講者に対して笑い涙を誘い、最後には思

なお各講座とも開催時間は午後2時から午後4　わずお念仏がこぼれるような伝統的な「ご法

時まで。　　　　　　　　　　　　　　　　　座」の雰囲気の一端に触れてもらうことができ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たと考える。

6月21日（土）　教授　前垣和義

「なるほどそうか　大阪　気質とビジネス」　　　10月ll日（土）教授　片岡サ

　日常、当たり前に接しているモノは、身近で　　「やさしい国際通貨の話」

あるゆえに「知っている」と思いがちである。　　　国際通貨とは貿易（売買）や資本移動（貸

しかし、語源を含め意外と分かっていないもの　　借）などの国際取引を仲介する通貨を指す。国

だ。その事実を「知る」ことも勉強であり、そ　　内取引の多くが預金振替で決済されるように、

こから生まれる好奇心の大切さを、演目にある　　国際決済はほぼすべてが預金振替のかたちをと

「なるほどそうか」のフレーズで表した。最初　　る。国際決済においてそのように利用される通

に、ワイシャッとカッターシャッを取り上げ、　貨を国際通貨と呼ぶ。

ネーミングから見えてくる東西の気質の違いを　　　国際通貨は矛盾した性格を持っている。広く

明らかにした。これは肉まんと豚まんに通じる　　使用されるためには十分な量が供給されねばな

もので、呼称の違いがおなじみの大阪企業に独　　らないが、供給されすぎると信用つまり外国為

自の展開を図らせている背景でもある。即席麺　　替相場として表示される通貨価値が不安定にな

やカレーライスの発展史にも、気質の差が明確　　る。使用の便を考えると国際通貨の使用（預金

に表れている。リクエストに応じ大阪のおばち　　・貸付）は自由でなければならないが、自由で

ゃんの文化論も加味し、最後は上方しゃれ言葉　　あれば通貨価値の不安定化を防止することがそ

で締めくくった。　　　　　　　　　　　　　　れだけ難しい作業となる。現在国際通貨として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は米ドルが他を圧倒している。他の通貨は国際

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通貨の条件を満たす程度において、ドルと差が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。
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11月1日（土）　講i師　アルスドルフ・ヨハン　　ethnicity　or　race　because　of　a　personal　experience

「異文化コミュニケーションを深めるための心　　or　something　we　heard丘om　someono　Very　o丘en

構え」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　these　stereotypes　may　have　nothing　to　do　with　a

　　　On　November　1“of　last　yeaちIhad　the　honor　of　　person’s　ethnicity　or　race，　but　we　mistakenly　make

presenting　my　first　open　lecture　at　the　Soai　cam－　　that　connection．

pus　in　Honmachi，　Osaka．　The　lectu㏄began　with　a　　　Negative　stereotypes　pers丘st　much　longer　and

look　into　our　understanding　and　definition　of　cuL　　fUrther　than　positive　ones．　Unfbrtunately，　many　of

ture．　Cultures　innuence　our　thought　processes　and　　us　like　to　talk　about　and　dwell　on　the　negative　a仁

behavior　in　the　deepest　and　most　subtle　ways．　It　is　　tributes　of　one　anotheL　Perhaps　this　is　a　survival

easy　to　understand　that　cultures　influence　the　fbod　　mechanism　we　have　developed　in　our　evolutio皿．

we　eat，　the　clothes　we　weaちand　the　types　of　she1－　　After　all，　it　would　have　helped　to　share　infbmla－

ter　we　use　to　protect　ourselves　from　the　elements　　tion　on　animals　and　plants　that　were　dangerous　or

（houses）．　Speaking　of　the　clothes　we　weaちfbr　ex－　　poisonous，　fbr　example，　than　to　discuss　how　beau－

ample，　in　Japan　it　is　considered　only　normal　to　go　　tiful　a　flower　or　a　mammoth　was．　Similarly，　peo－

to　job　interviews　and　such　dressed　in　a　dark　suit．　　ple　were　and　are　naturally　suspicious　of　people

You　may　think　this　totally　nomal，　but　it　is　only　　who　are　diffbrenL　people　who　look　dif允rent，

no㎜al品r　Japan．　You　will　not　nnd　all　American　speak　a　di飽rent　language，　dress　di仕rently，　and

or　European　students　dressing　in　this　way　fbr　a　job　　so　K）rth．　Hence，　it　is　not　surprising　many　stereo－

interview．　Howeve輻what　is　more　difficult　R）r　　types　are　negative　and　contribute　to　the　nefarious

people　to　grasp　is　that　our　values，　how　we　view　　world　of　pr（加dice　and　discrimination．　Stereotypes

the　world，　and　reality　itsel£is　in　essence，　a　prod－　　are　often　unfair　and　inaccurate，　categodzing　indi－

uct－or　by－product－of　our　cultural　background．　　viduals　into　oversimpliHed　groups．　Howev凱we

This　is　true　at　both　the　conscious　and　subcon－　　must　remember　that　people　are　not　that　simple；

scious　levels，　making　it　very　difficult－or　impossi－　　each　individual　is　unique　and　has　the　capacity　to

ble－fbr　us　to　be　totally　o句ective　about　these　mat－　　be　creative　and　unpredictable．

ters．　So，　while　most　Japanese　find　the‘‘recnlit－　　　The　question　then　is　why　do　people　create

suiピ’perfectly　nomal　fbr　job　interviews，　certainly　　stereotypes？Reality　can　at　times　be　very　confus－

to　many　fbreigners　it　looks　like　a　uni五）rm　　　　　　　ing．　Our　brains　are　constantly　being　bombarded

　　In　the　second　hour　of　the　lecture，　we　spent　some　　with　infb㎝ation　and　can　easily　be　overwhelmed

time　looking　at　stereotypes．　We　began　by　talking　by　signals　we　receive丘om　our　environments．

about　certain　stereotypes　that　people　have　and　are　　Stereotypes　are　a　type　of　pattem　recognition　that

apart　of　our　daily　lives．　We　leam　these　stereo－　simplines　the　world　Ibr　us　into　easrt（トprocess

types廿om　things　Iike　the　medi礼anecdotal　evL　　chunks．（Eg．　Stereotypes　help　reduce　stress　by

denc軌and／or　even輪m　minimal　contact　we　have　　giving　us　nlles　on　how　to　behave　in　a　classroom，

had　with　a允w　member⑨of　a　group．　For　examplら　　how　to　dress衣）r　an　intervieW　etc．）．　Whether五）r

we　may　develop　a　stereotype　towards　a　particular　　the　good　or　the　bad，　stereotypes　help　to　economize
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on　the　use　of　our　mental　capacity　and　keep　our　　具体的内容としては、まず人は嘘を見破るこ

world　simple　and　easy　to　manage．　Without　them　　とが出来るのかについて、その実際のところを

we　would　find　our　daily　routines　to　be　much　more　述べた。つづけて要請技法と呼ばれる4つの承

complicated　and　confusing．　Nonetheless，　stereo一　諾を得るためのテクニック、さらに人が権威に

types　oversimplify　reality　and　make　us　mentally　強く服従的になる場合があることなどへ話を展

lazy　by　bein9「ePlacements　for　observation．　Natu一　開させた。

rally　this　often　leads　to　a　skewed，　cookie－cutter　　これらによって、受講者の様々な社会的場面

type　view　of　the　world，　where　we　think　or　say　　におけるクリティカルな思考の重要性の理解を

things　like，“Oh，　he　always　does　that．　XXX　people　意図した。

are　always　XXX．”Ultimately，　this　is　where　the

true　danger　lies．　Your　stereotypes　tum　you　into　a　2月7日（土）教授　山本幸男

predictable　and　boring　person－astereotypical　be－　「奈良時代の往生の方式　一聖武天皇と光明皇

ing，　a　person　with　no　odginal　ideas　or　insights，　后一」

but，　almost　certainly，　fear　and　dislike　of　those　who　　奈良時代には、浄土への往生を願う願生信仰

are“dif6erent”．　Therefore，　we　should　be　wary　of　が生者にはなかったとみるのが一般のようであ

our　tendency　and　preference　for　stereotyping　peo一　るが、『延暦僧録』（逸文）所載の居士伝には、

ple，　things，　and　situations．　We　can　overcome　生前から往生を願って仏事作善に取り組む姿が

stereotypes　by　treating　every　situation　and／or　indi一　描かれている。今回は、奈良時代を代表する天

vidual　as　unique　and　really　observing　the　world　皇である聖武と、その妃の光明皇后の信仰を取

for　all　its　wonder　and　beauty．　　　　　　　　　り上げた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この二人は、『華厳経』を所依とする華厳宗

ll月29日（土）　准教授　西迫成一郎　　　　　　の説く浄土、すなわち蓮華蔵世界への往生を願

「誘惑に潜む陥穽　一だましだまされる心理一」　っていたが、実際には、聖武は蓮華蔵世界へ、

　人は嘘や心理学的テクニックによって心理的　　光明は阿弥陀浄土へと、往生先は異なってい

に経済的に傷つくことを警告し、また悪意がな　　た。講座では、華厳宗の往生義をもとに、この

くとも他者によって心が突き動かされることを　　相違が生じた理由について、考えるところを述

論じた講座であった。　　　　　　　　　　　べた。
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